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	東大和市こころとからだのケア事業
	がん患者等アピアランスケア用品購入等費用助成のご案内
	東大和市では、がん患者等の方が治療を受けながら地域社会で　　自分らしく生活できるよう、外見（アピアランス）の変化に対し、　　ウィッグなどの購入費用やレンタル費用の一部を助成します。

	申請から助成金交付までの流れ
	助成対象用品の購入またはレンタル
	補助金の申請
	交付額の 決定・支払い
	よくある質問
	Q　数年前に乳がんの手術を受けましたが、助成対象になりますか。 A　手術した時期は問いません。購入またはレンタルを開始した日の翌日から１年以内に申請をしてください。
	Q　物品を複数購入しました。どのように申請すればよいですか。 A　複数の対象品について、合算して申請することができます。上限は５万円です。合算する領収書をご提出く　　　　　　　　　　　
	Q　申請の年齢制限はありますか。 A　ありません。ただし、未成年（18歳未満）が対象者である場合は、保護者が申請してください。
	Q　最近東大和市に転入してきましたが、前に住んでいた都内〇〇区で令和６年９月に同じようにウィッグの助　　　　
	A　申請できます。なお、令和５年４月以降に東京都内の自治体で同じような助成を受けた場合は１回と数えま
	【お問い合わせ先・郵送先】 東大和市　健幸福祉部　健康推進課　成人保健係（市立保健センター内） 〒２０７－００１５　東大和市中央３－９１８－１ 電話：０４２ー５６５ー５２１１ （月～金曜日　午前８時３０分～午後５時　祝祭日・年末年始は除く）　



